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 1 履修登録 

本節では、履修登録及び登録内容の確認に関わる操作について説明します。 

各項に記載する操作手順の概要、および、運用における必須対応／任意対応の区分けは、以下をご確認く

ださい。 

 

【運用における必要性（必須／任意）】 

目次 必須／任意 補足 

1.1 一般・集中講義の履修登録方法 必須 一般講義及び集中講義の履修登録を行

う場合に使用 

1.2 抽選講義の履修登録方法 任意 抽選講義の履修登録を行う場合に使用 

1.3 履修登録内容の確認(時間割の出力) 任意 履修登録の内容を確認する場合に使用 
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本節に登場する機能や用語につきましては、以下をご確認ください。 

 

◼ 抽選履修登録 
学生は履修対象となっている抽選科目に対して、抽選履修期間に抽選希望申請を出すことが可能です。 

本システムでは、抽選希望申請が可能な科目数と最大当選科目数(＝登録上限科目数)を設定することが

できます。 

 

 

 

抽選履修期間が終わると教務職員によって抽選処理が行われます。 

抽選処理後、学生が履修する抽選科目が確定します。 
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◼ 仮履修と本履修 
仮履修・・・履修が確定していない状態。履修確定処理の実行により本履修へと切り替わります。 

本履修・・・履修が確定している状態。本履修の科目は教員からの成績報告が可能となります。 

 

学生が履修登録期間中に履修登録を行った時点では、仮履修の状態です。 

履修登録期間終了後に教務職員が履修確定処理を実行することで、仮履修から本履修へと切り替わりま

す。 

 

（抽選科目の場合） 

抽選科目の場合、抽選処理実施前の科目が仮履修科目にあたります。 

抽選処理の実施により、当選した抽選科目のみ仮履修科目から本履修科目へと切り替わります。 
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1.1 一般・集中講義の履修登録方法 

履修登録期間では、一般講義及び集中講義の履修登録を行うことができます。 

 

 メニューから「履修登録」を選択します。 

 履修登録期間になると、ホーム画面に通知

バナーが表示されます。通知をクリックす

ることでも遷移が可能です。 

 

 

各学期の初回履修登録時には、学籍情報の

変更がないかを確認する画面が表示され

ます。登録している情報に変更があった場

合は、必ず修正してください。 
 

 
· 履修登録期間中は、システムの処理速度を向上させるた

め、ホーム画面の「重要なお知らせ」以外のコンテンツ

が非表示となります。 

· 履修登録期間中にホーム画面に非表示となるコンテンツ

へは、左上のメニューからアクセス可能です。 

 
· 「郵便番号」「都道府県」「市区町村」「町名・番地」の

いずれにも変更がない場合、確認ダイアログが表示され

ますので、問題なければ「OK」ボタンをクリックしてく

ださい。 
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 ≪履修登録画面≫にて、「履修科目を検索

して追加」ボタンをクリックします。 

 

 

▶ 曜日・時限からの履修登録 

· 時間割エリアの「+」ボタンをクリックすることで、該当

の曜日、時限の科目がリスト表示されます。 

▶ 単位修得状況照会 

· ≪単位修得情報画面≫を表示し、要件区分ごとに単位修

得の充足を確認できます。 

➔ 「3.1.2 単位修得情報の確認」を参照 

▶ カリキュラムマップ 

· ≪カリキュラムマップ画面≫を表示し、ポートフォリオ

達成度、及び各目標に関連する科目を確認できます。 
 

 

 ≪履修科目選択画面≫にて、検索条件に

「一般講義」を選択し、任意の曜日・時限

を選択後、「検索」ボタンをクリックしま

す。 

 

 

· 修士の学生の場合、分野等、コース、学年の検索条も、

コンボボックスより選択できるようになります。 

· 自所属に開講されておらず、かつ自所属カリキュラムに

存在しない科目を履修登録した場合、「申請処理中」と

して登録されます。また、対象の科目が読替前科目の場

合、読替後科目の自所属カリキュラム有無が上記判定に

適用されます。 
 

 

 ≪履修科目選択画面≫の検索結果から履

修登録を行う科目のチェックボックスに

チェックを入れ、「登録」ボタンをクリッ

クします。 

 

 

· 検索結果の各行をクリックすると対象講義の詳細画面が

表示され、「シラバス参照」リンクよりシラバスを参照

できます。 

· 「続けて登録」ボタンをクリックすると、≪履修科目選択

画面≫を閉じずに、続けて講義を検索・登録することが

できます。 
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▶ アイコンの見方 

履修モデル科目に当てはまる場合、以下アイコンが表示されます。 

·        ：検索条件で選択した履修モデルにおいて、学生の学年と履修学年、表示学期と履修学期が一致する科目を表します。 

 ≪履修登録画面≫にて、手順 5で登録した

講義がコマに表示されます。履修登録期間

終了後、履修が確定した講義は背景色がグ

レーに変わります。 

 

 

· 先着科目は、「登録」ボタンをクリックした時点で履修

が確定します。 

· 履修登録期間中であれば、いつでも履修登録科目の追

加・修正は可能です。 

· 学生の所属に対し、他分野等の開講科目を履修登録した

際は、申請処理中(青色)として≪履修登録画面≫に表示さ

れます。また、担当教員によって申請不許可になった際

は、申請不許可(黄色)として表示されます。 
 

 

 履修登録した講義名リンクをクリックす

ることで科目の詳細情報が確認できます。 

 

 

· 履修を取り消す場合は、「削除」ボタンをクリックしま

す。 

· 科目区分、単位区分、単位の情報は対象学生の要件に紐

づく一般科目より取得して表示します。 

 

 

 「総履修単位」にて、総履修単位数、履修

制限外科目、及び、履修制限科目における

登録単位数を確認することができます。 

 

 

・他分野科目のうち、履修申請中または申請が許可された

科目は履修制限科目の登録単位に含まれます。履修申請

後、不許可になった科目は登録単位には含まれません。 
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総履修単位数と併せて、履修制限外科目、および、履修制限科目における登録単位数が表示されます。 

履修制限科目に関しては、上限単位数を超過していないかを一目で確認することができます。 

 

今学期：履修登録画面で選択している学期（時期）の単位数 

年間 ：当該年度の学期（時期）すべての合計単位数 

 

▶ 総履修単位（登録単位の合計） 

履修登録しているすべての単位数（要件外科目の単位数含む）を学期、年度ごとに表示します。 

▶ 履修制限外科目（登録単位） 

履修登録している単位数のうち、履修上限単位の制限を受けない科目の単位数を学期、年度ごとに表示します。 

適用カリキュラムにおいて「履修制限除外」として設定されている科目が対象となります。 

▶ 履修制限科目（登録単位） 

履修登録している単位数のうち、履修制限を受ける科目の単位数を学期、年度ごとに表示します。履修制限対象となる科目は、上限単

位数を超えて履修することはできません。 

▶ 履修制限科目（上限単位数） 

履修上限単位数を学期、年度ごとに表示します。制限がない場合は「－」が表示されます。 

課程年度、所属ごとの履修制限設定が設定されている場合は、設定されている上限単位数を表示します。 

ただし、学生情報の学生別設定にて履修上限単位数が設定されている場合は、学生別の上限単位数が表示されます。 

▶ 修得単位数 

修得済の総単位数（要件外科目も含む）が表示されます。 

 
 

 集中講義の履修登録を行う場合、≪履修登

録画面≫下部の「追加」ボタンをクリック

し、一般講義同様に登録を行います。 

 

 
 

 

· 複数の集中講義において、開始日が重複していても履修

登録が可能です。 

 
· 一般講義の履修登録期間と、集中講義の履修登録期間は異

なる場合があります。集中講義の履修登録が可能となるの

は、集中講義の履修登録期間内のみですので、ご注意くだ

さい。 
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· 以下の場合、登録エラーとなり、履修登録できません。 

※既に修得している科目については検索結果に表示されません。 

ただし、単位累積科目の場合は修得済の科目であっても再履修することができます。 

① 登録しようとした開講科目が、自身の所属・学年・学生もしくは学生グループに開講されていない場合 

② 登録しようとした開講科目の曜日時限に既に履修登録されており、開講科目同士の開講期間が重複している場合 

または登録しようとした開講科目の曜日時限に既に履修登録されており、どちらかの開講期間が設定されていない場合 

③ 登録しようとした科目が、既に（クラス違いにより）登録済であった場合 

④ この開講科目を登録すると、半期履修制限値を超えてしまう場合 

⑤ この開講科目を登録すると、年間履修制限値を超えてしまう場合 

⑥ この科目を登録する際のカリキュラム履修条件を満たしていない場合 

1. この科目を登録する際の条件となる科目を修得している場合 

2. この科目を登録する際の条件となる科目を修得していない場合 

3. この科目を登録する際の条件となる科目を当年度に履修している場合 

4. この科目を登録する際の条件となる科目を当年度に履修していない場合 

⑦ 登録しようとした開講科目の前後の時限に異なるキャンパス区分の開講科目が履修登録されている場合 

⑧ 登録しようとした開講科目が自身の所属・課程年度で履修を認められていない場合 

⑨ 登録しようとした開講科目が読替科目で、読替後科目を既に修得している場合 

 

· 対象の科目がペア科目の場合はペア対象候補科目が画面上に表示されます。ペアで履修する科目を選択して登録してください。 

※片方の科目のみ履修登録することはできません。 

また、ペアの片方の科目を履修削除すると、ペアとなっているもう片方の科目も同時に削除されます。 

· なお、抽選講義は登録エラーになる項目が上記と異なります。 

➔ 「1.2 抽選講義の履修登録方法」を参照 
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1.2 抽選講義の履修登録方法 

抽選履修登録期間では、抽選講義の履修登録を行うことができます。 

 

 メニューから「履修登録」を選択します。 

 ≪履修登録画面≫にて、「履修科目を検索

して追加」ボタンをクリックします。 

 

 

 

 ≪履修科目選択画面≫にて、検索条件に

「抽選講義」を選択し、「検索」ボタンをク

リックします。 

 

 検索結果の中から、科目のチェックボック

スにチェックを入れ、「登録」ボタンをク

リックすることで履修登録が完了します。

同一コマに、複数の抽選講義を登録するこ

とも可能です。 

 

 

· 「続けて登録」ボタンをクリックすると、≪履修科目選択

画面≫を閉じずに、続けて講義を検索・登録することが

できます。 
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 ≪履修登録画面≫にて、手順 4で履修登録

した講義がコマに表示されます。抽選講義

を登録している場合は、「抽選志望状況の

確認」ボタンが表示されます。 

 

 

 
 

 

· 抽選履修登録期間中であれば、いつでも抽選履修登録

科目の追加・修正は可能です。 

 
· 同一科目別クラスで、既に第 1 志望から抽選履修の最

大志望順位まで履修登録されている場合、エラーとな

り登録できません。 

 

 「抽選志望状況の確認」ボタンをクリック

すると、≪抽選志望順位の確認画面≫が表

示されます。同一コマに複数の抽選講義を

登録している場合は、志望順位を選択し、

「登録」ボタンをクリックします。 

 

 

· 抽選履修登録期間中であれば、いつでも志望順位の変更

が可能です。 

· 未設定時は、登録済みの志望順位と重複しない最小の志

望順位が自動で初期設定されています。 

 

 
· 同一科目別クラスの抽選講義を複数志望する場合、志望

順位は重複することができません。 

 

 

 

 抽選講義の詳細は、≪履修科目選択画面≫

の抽選講義をクリックすることでも確認

可能です。「入替」ボタンをクリックする

と、志望順位を入れ替えることができま

す。 

 



主な機能の使い方編 

 1 履修登録 

 

 1-11 Copyright© 2025 NTT DATA KYUSHU CORPORATION 

 抽選履修登録期間が終了し、抽選が行われ

ると、当選した講義には「確定」と表示さ

れ背景色が白からグレーに変わります。 

 

 対象の講義をクリックすると、「当選」と

表示されます。 

 

 

 

 
・抽選講義登録時、下記の履修チェックを行います。履修チェックに引っかかるとエラーが表示され、履修登録できないため、履修登録内

容を確認して再度登録をしてください。 

 ※抽選科目の履修登録を行う際、選択しているすべての抽選科目を履修済として履修チェックを行います。 

① 対象学年確認…当該科目の開講学年が学生の学年以下(または学生の学年)であること 

② カリキュラム科目履修条件確認…該当科目のカリキュラムに登録された「要未修得条件」「要修得条件」「要未履修条件」 

               「要履修条件」を満たしていること 

③ 修得済科目確認…該当科目を修得していないこと（単位累積科目の場合はチェック対象外） 

④ 読替後科目修得済確認…該当科目が読替前科目の場合、読替後科目を修得していないこと 
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1.3 履修登録内容の確認（時間割の出力） 

自身が履修登録した時間割を確認することができます。 

 

 メニューから「履修登録」を選択します。 

 ≪履修登録画面≫にて、「個人時間割出力」 

ボタンをクリックすると、時間割の PDF

ファイルを出力することが可能です。 
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 2 成績の確認 

本節では、成績の確認に関わる操作について説明します。 

各項に記載する操作手順の概要、および、運用における必須対応／任意対応の区分けは、以下をご確認く

ださい。 

 

【運用における必要性（必須／任意）】 

目次 必須／任意 補足 

2.1 成績情報の確認 必須 自身が履修した科目の成績を確認する場

合に使用 

2.2 単位修得情報の確認 必須 自身の単位修得情報を確認する場合に使

用 

 

 

  



主な機能の使い方 

 2 成績の確認 
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2.1 成績情報の確認 

自身が履修した科目の成績を確認することができます。 

 

 成績公開日になると、ホーム画面上部(ナビ

ゲートバナー)に通知バナーが表示されま

す。通知をクリックすると、≪成績ダッシ

ュボード画面≫が表示されます。 

 

メニューから「学修ポートフォリオ」＞「成

績ダッシュボード」を選択することでも≪

成績ダッシュボード画面≫に遷移するこ

とが出来ます。 

 

 ≪成績ダッシュボード画面≫にて、「成績
情報詳細」ボタンをクリックします。 

 

 

 ≪成績情報画面≫にて、これまで履修した
講義の成績を確認することができます。 

 

 

· 不合格の科目は赤文字で表示されます。 
 

 



主な機能の使い方 

 2 成績の確認 
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 「修得成績」タブから「履修中含む」タブ
に切り替えることにより、成績情報に履修

中の科目も含めて確認することができま

す。 

 

 要件のリストを変更することで、適用され
ている要件を切り替えて成績を確認する

ことができます。 

 

  



主な機能の使い方 

 2 成績の確認 
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2.2 単位修得情報の確認 

自身の単位修得情報を確認することができます。 

 

 メニューから「学修ポートフォリオ」＞「成績ダッシュボード」を選択します。 

 ≪成績情報画面≫への遷移方法は「2.1成績情報の確認」を参照して下さい。 

 ≪成績情報画面≫にて、「単位修得情報照
会」ボタンをクリックします。 

 

 ≪単位修得情報画面≫にて、自身の単位修
得数が卒業要件を満たしているか、確認で

きます。 

 

 「修得成績」タブから「履修中含む」タブ
に切り替えることにより、単位修得情報に

履修中の科目も含めて確認することがで

きます。履修中科目を修得見込みとして単

位を確認することができます。 

 



主な機能の使い方 

 2 成績の確認 
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 要件のリストを変更することで、適用され
ている要件を切り替えて単位修得情報を

確認することができます。 

 

 要件区分の「＋」アイコンをクリックする
ことで、区分に紐づく科目を確認できま

す。 

 

 



主な機能の使い方 

 3 日常的に利用する機能（連絡通知） 
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 3 日常的に利用する機能（連絡通
知） 

本節では、日常的に利用する機能のうち、連絡通知に関わる操作について説明します。 

各項に記載する操作手順の概要、および、運用における必須対応／任意対応の区分けは、以下をご確認く

ださい。 

 

【運用における必要性（必須／任意）】 

目次 必須／任意 補足 

3.1 受信した連絡通知の確認 任意 受信した連絡通知の内容を確認する場

合に使用 

 

 

  



主な機能の使い方 

 3 日常的に利用する機能（連絡通知） 
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3.1 受信した連絡通知の確認 

自身が送信対象者に指定されている連絡通知の詳細情報を確認することができます。 

 

 メニューから「連絡通知」を選択します。 

 ≪連絡一覧画面≫にて、自身に送信された
連絡通知が表示されます。 

検索条件を指定して検索ボタンをクリックすること

で、検索条件に該当する連絡通知が検索結果に表示

されます。 

 
 

 

▶ 既読にする 

· 検索結果に表示されている連絡を選択して「既読にする」

ボタンをクリックすると、一括で連絡を既読状態にする

ことができます。 

· 既読状態の連絡は、背景色が白色で表示されます。 

 

 詳細情報を確認したい連絡通知の行をク
リックします。 

 

 

 ≪連絡詳細画面≫にて、選択した連絡通知
の詳細が表示されます。 

 

 

· ToDoに追加すると、連絡一覧で「ToDoのみ」を選択し

て検索することで、絞り込みを行うことができます。 
 

 

 



主な機能の使い方編 

 4 日常的に利用する機能（各種申請） 
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 4 日常的に利用する機能（各種申請） 
本節では、日常的に利用する機能のうち、各種申請に関わる操作について説明します。 

各項に記載する操作手順の概要、および、運用における必須対応／任意対応の区分けは、以下をご確認く

ださい。 

 

【運用における必要性（必須／任意）】 

目次 必須／任意 補足 

4.1 各種申請   

4.1.1 申請の登録 任意 各種申請を行う場合に使用 

4.1.2 申請状況の確認 任意 申請結果を確認する場合に使用 

 

 

  



主な機能の使い方編 

 4 日常的に利用する機能（各種申請） 
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4.1 各種申請 

4.1.1 申請の登録 

≪申請書一覧画面≫に表示されている申請書に対して、申請を行うことができます。 

 

 メニューから「キャンパス Info」＞「各種申請」を選択します。 

 ≪申請状況一覧画面≫にて、「新規申請」
ボタンをクリックします。 

 

 

 ≪申請書一覧画面≫にて、申請したい申請
書のリンクをクリックします。 

 

 

· 申請の種類によっては申請期間が設定されていることが

あります。申請期間外の場合、申請を行うことができな

いためご注意ください。 
 

 

 手順3で申請を行うリンクをクリックする

と、≪申請画面≫が表示されます。申請用

の添付ファイルを添付し、「登録」ボタン

をクリックすると申請が完了します。 

 

 



主な機能の使い方編 

 4 日常的に利用する機能（各種申請） 
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4.1.2 申請状況の確認 

申請の承認処理が実行されると、連絡通知にて申請結果が通知されます。 

≪申請情報詳細画面≫にて、申請の受付結果について詳細情報を確認することができます。 

受付結果に応じて引き続き対応が必要な場合があります。 

 

 メニューから「キャンパス Info」＞「各種申請」を選択します。 

 ≪申請状況一覧画面≫にて、申請履歴から
申請したい情報を選択します。 

 

 

 ≪申請情報詳細画面≫にて、受付結果とコ
メントが表示されます。 

 

 

· 受付結果は、以下の内容となります。 

受付結果 状態 

承認 申請情報を承認し、手続を行っていない状態 

否認 申請情報を否認 

手続完了 申請情報を承認し、手続も完了している状態

（手続きは申請内容に応じて承認者にて行いま

す） 

差戻し 申請に不備があり、再提出を求める（申請者は

再申請が可能になります） 
 

 

 

 

 



主な機能の使い方 

 5 学生情報管理に関する機能 
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 5 学生情報管理に関する機能 

本節では、学生情報の確認～更新に関わる操作について説明します。 

各項に記載する操作手順の概要、および、運用における必須対応／任意対応の区分けは、以下をご確認く

ださい。 

 

【運用における必要性（必須／任意）】 

目次 必須／任意 補足 

5.1 学生情報の確認 任意 学生の詳細情報を確認する場合に使用 

5.2 学生情報の更新 任意 学生の情報を更新する場合に使用 

5.2.1 海外渡航届の提出 任意 海外渡航届を提出する場合に使用 

5.2.2 海外渡航届の修正 任意 海外渡航届を修正する場合に使用 

 

 

  



主な機能の使い方 

 5 学生情報管理に関する機能 
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5.1 学生情報の確認 

≪学生情報詳細画面≫にて学生情報の確認を行うことができます。 

 

 メニューから「マイ Info」＞「学生情報」を選択します。 

 ≪学生情報詳細画面≫にて、カテゴリを選
択すると、関連する情報が表示されます。

ユーザごとの権限に従い、参照可能な項目

のみ表示されます。 

 
 

 

· 学内進学者の場合、個人履歴の「次へ＞」ボタンをクリッ

クすると、進学前の学生情報詳細画面に切り替えることが

できます。（編集不可） 

 

 単位修得状況や達成度・評価状況を確認し
たい場合は、「成績ダッシュボード」ボタ

ンをクリックし、≪成績ダッシュボード画

面≫にて確認することができます。 

 

 

 

· 学内進学者の場合、表示中の学籍（学生情報）に紐づく成

績ダッシュボード画面に遷移します。 

 



主な機能の使い方 

 5 学生情報管理に関する機能 
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 自身が履修した科目の成績を確認したい
場合は、「成績情報詳細」ボタンをクリッ

クし、≪成績情報画面≫にて確認すること

ができます。 

➔ 「2.1 成績情報の確認」参照 

 
 

 

· 学内進学者の場合、表示中の学籍（学生情報）に紐づく成

績情報画面に遷移します。 

 

 自身のスケジュールを確認したい場合は、
「履修情報詳細」ボタンをクリックし、≪

時間割参照画面≫にて確認することがで

きます。 

 
 

 

· 学内進学者の場合、表示中の学籍（学生情報）に関わらず、

現在年度の履修情報（時間割参照画面）に遷移します。 

 

 

  



主な機能の使い方 

 5 学生情報管理に関する機能 
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5.2 学生情報の更新 

≪学生情報詳細画面≫にて学生情報の更新を行うことができます。 

 

 メニューから「マイ Info」＞「学生情報」を選択します。 

 ≪学生情報詳細画面≫にて、「編集」ボタ
ンをクリックします。 

 
 

 

· 編集可能な項目が存在しないカテゴリは、「編集」ボタ

ンは表示されません。 

 

 ≪学生情報編集画面≫にて、修正内容を入
力し「登録」ボタンをクリックすると、学

生情報の更新が完了します。 

 
 

 

· 編集可能な項目のみが編集可能状態となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



主な機能の使い方 

 5 学生情報管理に関する機能 
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5.2.1 海外渡航届の提出 

 メニューから「マイ Info」＞「学生情報」を選択します 

 ≪学生情報詳細画面≫にてカテゴリ：海外
渡航届を選択し、「編集」ボタンをクリッ

クします。 

 

 

 

 ≪学生情報編集画面≫にて、「追加」ボタ
ンをクリックします。 

 

 

 ≪各種情報編集画面≫にて、提出する海外
渡航情報を入力し、「登録」ボタンをクリ

ックします。 

 

 

▶ 渡航先 1 

· 国名を記載します。なお、複数国行く場合は、 

渡航先 2、渡航先 3に記載します。 

▶ 渡航先 1滞在期間 

· 「〇日間」「〇週間」などで滞在期間を記載します。  
  



主な機能の使い方 

 5 学生情報管理に関する機能 
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 ≪学生情報編集画面≫にて、入力した内容
を確認し、「登録」ボタンをクリックしま

す。 

 

 ≪学生情報詳細画面≫に入力した海外渡
航届情報が表示され、提出完了となりま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



主な機能の使い方 

 5 学生情報管理に関する機能 
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5.2.2 海外渡航届の修正 

 メニューから「マイ Info」＞「学生情報」を選択します 

 ≪学生情報詳細画面≫にてカテゴリ：海外
渡航届を選択し、「編集」ボタンをクリッ

クします。 

 

 

 

 ≪学生情報編集画面≫にて、修正したい渡
航情報の行をクリックします。 

 

 

・渡航情報を削除したい場合は、削除する行のチェック 

ボックスにチェックを入れ、「削除」ボタンをクリックし

ます。その後「登録」ボタンをクリックで削除が完了し

ます。 
 

 

 ≪各種情報編集画面≫にて、修正箇所を入
力後、「登録」ボタンをクリックします。 

 

 

 



主な機能の使い方 

 5 学生情報管理に関する機能 
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 ≪学生情報編集画面≫にて、海外渡航情報
が修正されていることを確認し、「登録」

ボタンをクリックで海外渡航情報の修正

が完了します。 
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出席登録機能

1
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利用の流れ

◼ モバイルアプリを用いた出席登録機能の利用の流れは次の通りです。

※ 以降、LiveCampusUはLCU、モバイルアプリはアプリと表記します。

❶ 事前準備

❷ 授業中

❸ 授業終了後

教員が授業単位または授業毎の回次単位で、出席確認を行うための設定をLCU
の画面から行います。

学生がアプリ上から出席登録を行います。
教員は出席状況をLCUの画面からリアルタイムで確認できます。

スマートフォンを忘れた学生については、教員がLCUの画面から手動で出席登
録を行うことができます。

出席者

出席者

参考



© 2025 NTT DATA Kyushu Corporation 3

授業中の流れ

◼ スマートフォンを忘れた学生については、教員がLCUの画面から手動で出席登録を行うことが
できます。

❶ 受付を開始

❷ 教員から出席登録の開始を学生に伝達

❸ アプリから出席登録

❹ 受付を終了

開始時間になると出席登録が可能になります。

該当の授業を選択し、出席登録を行います。

終了時間になると自動的に受付を終了します。

出席者
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アプリ側の画面 [ 出欠登録]

◼ 学生が履修している当日の授業が≪履修一覧画面≫に表示されます。

◼ 履修登録前の授業については≪授業検索画面≫より検索できます。

※画面はイメージです

履修している当日の授業
が一覧で表示される

・授業名
・キャンパス名
・時限
・クラス
・教員名
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アプリ側の画面 [ 履修一覧 ]

◼ ≪履修一覧画面≫では、学生がその日に履修している授業が一覧で表示されます。

◼ 出席登録する授業をタップすることで、≪出席登録画面≫に遷移します。

出席登録を行うことにより
「登録済みマーク」が表示されます
出席登録を行うことにより
「登録済みマーク」が表示されます



© 2025 NTT DATA Kyushu Corporation 6

アプリ側の画面 [ 授業検索 ]

◼ 履修前の授業で出席登録する場合、≪授業検索画面≫で授業名または教員名で検索を行います。

◼ 検索すると、その日の授業の中から該当する授業が表示されます。

出席登録

「授業名」または「教員名」に
対して検索を行い、一致した
授業を表示する
※アプリ内で検索する
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アプリ側の画面 [ 授業検索 ]

◼ 出席登録する授業をタップすることで≪出席登録画面≫に遷移します。



© 2025 NTT DATA Kyushu Corporation 8

出席登録

アプリ側の画面 [ 「出席登録」ボタン ]

◼ 「出席登録」ボタンより出席登録を行う際は、内容に問題が無いか確認ダイアログが表示されます。

確認ダイアログを表示
キャンセル／OK

出席登録

完了メッセージ

履修一覧

受付期間
チェック

OK

エラーメッセージ

NG

・授業名 ・時限
・クラス  ・教員名

・「出席登録」ボタン
・「戻る」ボタン
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